












異常ヘモグロビン(Hb)症は,周知のごとく病気の中で最も素姓の明らかな病気の一つで,臨

床医学はもとよりのこと,基礎的にも蛋白質化学,遺伝学,分子生物学などの各分野でモデ

ル疾患として取り上げられている。 

臨床医学的にその表現型は,健康な状態から病的な状態,すなわち,溶血性貧血,チアノーゼ,

多血症など実に多彩な形をとり,きらに致死的な状態に至るまでもの幅広いスペクトラム

を示している。したがって,欧米諸国では古くから分子病モデルとして重要視され,さらに

最近ではとくに数の多いサラセミア,鎌型赤血球貧血などは遺伝子工学による治療の第 1

目標とされている。 

一方,わが国では,サラセミアや鎌型赤血球貧血が少ないこともあってこの疾患に対する関

心は比較的うすく,異常 Hb 症についてこれまでに得られた知識は断片的で,世界との比較

も困難というのが実情であった。 

このような状況下でわが国における新生児異常 Hb 症のモニタリングがこれからの大きな

課題となることは当然で,この趣旨に沿って異常 Hb症のマス・スクリーニングと構造決定

に最新の技術を導入し,われわれ独自の手法を確立した。 


